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蕪栗沼のガンやカモの飛び立ち
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蕪栗沼・周辺水田

–5.7m–

マガン、ヒシクイが日本でもっとも多く越冬する、穀倉地帯の遊水地用の沼と周辺水田

蕪栗沼・周辺水田
位置：北緯38度38分、東経141度06分／標高：最低5.7m／面積：423ha／湿地のタイプ：堰止湖、低層湿原、水田／保護の制度：国指定鳥獣保護区特別
保護地区／所在地：宮城県栗原市、登米市、大崎市／登録：2005年11月／国際登録基準：5、6／ EAAFPネットワーク参加地

湿地のタイプ：堰止湖、水田

湿地の概要：
　条約湿地の蕪栗沼・周辺水田は、宮城
県北部を流れる北上川の支流、迫川（は
さまがわ）の流域にある遊水地機能をも
った堰止め湖の蕪栗沼と、沼と密接な関
係にある周辺の水田地帯がひとまとまり
の湿地生態系として登録されている。水
田はラムサール条約でいう湿地の1タイ
プで、日本の最大の湿地は水田というこ
とになる。
　面積150ヘクタールほどの蕪栗沼は、
かつては1000ヘクタールを超える、北
上平野の氾濫原にある沼だった。その後、
沼は干拓され、水田に姿を変えた。しか
し依然として洪水、氾濫がくりかえされ
たため、あふれた水を一時的に貯めるた
めの遊水地として、再び沼に復元された。
これが現在の蕪栗沼である。
　沼では、マコモ群落からヨシ群落、ヤ
ナギ群落へと植生が移行する低地性湿地
の典型的なようすを見ることができる。

タコノアシ、ミズアオイ、アサザなど希
少な植物も生育している。魚類ではゼニ
タナゴ、メダカなどが生息している。
ガンカモ類の越冬地：
　平均水深が50cmと浅く、周囲が開
けていて、後背地に水田が広がるとい
う、水鳥にとって絶好の越冬環境をもつ
蕪栗沼には、毎年、冬になるとガンカモ
類3万羽以上が渡来する。とくにマガン
は、東アジア個体群の個体数の1％以上
がここで越冬している。
　ガンやヒシクイの良好な越冬環境を守
るため、地元では、沼の水の管理、清掃、
水路の整備、水質の改善など、さまざま
な取り組みをおこなっている。なかでも、
冬も田んぼに水を張る「ふゆみずたんぼ」
の普及は、湿地と生物多様性の保全への
農業の新たな役割として注目されている。
　こうした運動を支えるための地元住民
へのアウェアネス活動も活発で、沼の東
側に環境教育ゾーンを設け、子どもたち

の環境教育プログラ
ムが定期的に実践さ
れている。
　蕪栗沼の北にある
伊豆沼・内沼、西に
ある化女沼もガンや
カモの越冬地で、彼
らは同じ環境の越冬
地として往来、利用
している。
【ふゆみずたんぼ】蕪
栗沼の周辺のいくつか
の水田では、秋の収
穫が終わると再び水
田に水を入れ、冬の間
も水を張った状態にし
ておく耕作法を実施し

ている。雑草や害虫の侵入を抑え、水を
張った田んぼがガンやカモのねぐら、餌
場、休息所になり、糞は田んぼの肥料と
なる。その結果、無農薬の良質の米が収
穫でき、市場で高値で販売されるという
一石二鳥の効果をもたらしている。
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